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「生誕100年 船田玉樹展」と
船田玉樹の出身地・呉の日本酒、そして美味しい話。

美術館といえば、アート。そのアートをもっと楽しむことができたら―「アートと私の美味しい時間」では、視覚だけにとらわれず

味覚などの五感でさらにアートを愉しむ、そんな時間を提供します。 第1回目は、「世界遺産ヴェネツィア展」とワインを楽しみ、

大好評のうちに終了いたしました。

待望の第2回目は、「Part 2；The days of sake and arts.」と題して、「生誕100年 船田玉樹展」とのコラボレーション企画を開催し

ます。当館で開催中の展覧会を鑑賞し、画家の故郷である呉の蔵元「三宅本店（千福）」の日本酒とともに特別ゲストをお招き

して、船田玉樹そして日本酒とアートについて語ります。アートとお酒の豊かな時間へようこそ。　　　　

主　催｜広島県立美術館、乃村工藝社・イズミテクノ美術館活性化共同事業体
協　力｜㈱三宅本店

アートと私の美味しい時間
広島県立美術館パートナーズクラブ・プレゼンツ

Part 2； The days of sake and arts.
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Fri. 武田正和（三宅本店「千の福めぐり」商品開発担当者）

17:00～

18:30～　

「生誕100年 船田玉樹展」
解説付特別鑑賞会：当館主任学芸員 永井明生

受　　付｜16：30 ※受付は、美術館１Ｆロビー特設受付 レストラン開場｜18：00　開宴｜18：30 ※終了予定 20：00　
料　　金｜1人 3,000円（税込）
内　　容｜「生誕100年 船田玉樹展」入館チケット
　　　　　トークイベント
　　　　　日本酒２種 
　　　　　　　※全4種類をご用意。うち２種をお選びいただきます。

　　　　　　　※「千の福めぐり壱」、「千の福めぐり弐」、「千の福めぐり参」、「神力生もと純米無濾過原酒85」をご用意します。

　　　　　お食事付き 
　　　　　　　※上記以外のフード・ドリンクは、キャッシュオンで提供します。

　　　　　　　※料理はすべて館内レストラン「ラ・シガール」 が提供します。

会　　場｜特別展会場及び館内レストラン「ラ・シガール」 
定　　員｜50名 ※先着順・定員に達しない場合は当日も受け付けます。
申込方法｜お名前、電話番号、参加人数を下記お電話にてお申し込みください。
　　　　　なお、料金は当日精算となります。

　　　　　TEL：082-221-6246 （9：00～17:00）
※ ２０歳未満の方はご参加いただけません。
※ 飲酒される方のお車でのお越しはご遠慮ください。

｜解説付特別鑑賞会について｜
今回の展覧会解説は、本イベントの参加者のみを対象にしております。当日、解説付特別鑑賞会にご参加希望の方は、美術館１Ｆロビー特設受付にて受付の上、17時に
1階ロビーにご集合ください。解説付特別鑑賞会に参加されない方は、18時20分までに館内１Ｆレストラン「ラ・シガール」にお越し下さい。
受付時に「生誕100年 船田玉樹展」入館チケットをお渡しします。

千福のコンセプト 
「創業150年目を迎えました」と言ったら、驚く方・そんなもんかと思われる方まちま
ちかな、と思います。安政3年焼酎・味醂・白酒の製造を始めました。これは日本酒
業界においてはむしろ新しい方だと思います。以来、大正14年、合資会社として法
人化し、その後、昭和に入り、東京・横浜・大阪・広島・小樽・函館・室蘭と支店を開設
してゆきました。また、昭和8年には、現在の瀋陽に「満州千福株式会社」を、青島に
「東亜千福株式会社」を設立すると共に、長春・天津にも支店、あるいは出張所を開
設しました。ところが、昭和20年7月1日夜半からの「呉の大空襲」により、ほとんど
の施設が焦土と化した上、8月15日の終戦により、海外の資産もことごとく失いまし
た。
　戦後ゼロからのスタートを余儀されるも、昭和55年には紙パック入りの清酒「ふ
くぱっく」を、昭和57年には「生酒」を出すまでに至りました。（現在の生酒）このよう
に安政3年の創業時代より培われた「人の和」を基本理念として、それを、会社を動
かす原動力として、エネルギーとして絶対不可欠なものと考えています。
私達は文化も伝統も大切にしつつ、技術革新とどう共生して行くかを模索していま
す。模索しながら進んでいます。決して何れも否定されるべきものではない。私達の
哲学の一端はそこにあります。

広島県立美術館パートナーズクラブ  
広島県立美術館パートナーズクラブは、皆様にステキなお店とお得情報をお届け
します。
広島県立美術館は、名勝「縮景園」や多くのお店に囲まれた市内中心部に位置し、
なかでも周辺には魅力的なレストラン、居酒屋、Barなどが点在しています。広島県
立美術館パートナーズクラブでは、これらの近隣飲食店やお店と提携し、美術館で
アートを楽しんだ後のステキな時間を提供します。また、主催イベント「アートと私
の美味しい時間」を開催し、よりアートを楽しむための方法を提案します。

Exhibition

talk

千福の由来
千福という酒銘は、初代三宅清兵衛が女性の内助の功をたたえる意味から母「フク」妻

「千登（チト）」の名をとり酒銘としたといわれております。

※ 各テーブルに４名様着席(合い席)となりますのでご了承下さい。
※ 館内は全て禁煙です。

越智裕二郎（当館館長）
×


